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ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
国
語
国
文
学
科
（
現
、
日
本
語
日
本
文
学
科
）
創
立
五
〇
周
年
に
当
た
り
、
そ
の
中
の
十
三
年
半
勤
務
し
、『
清
心
語
文
』
創
刊
に
立
ち
合
っ
た
こ
と
が
本
稿
執
筆
の
縁
で
あ
る
が
、
一
九
九
七
年
・
一
九
九
八
年
の
二
年
間
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
演
習
で
『
常
陸
国
風
土
記
』
を
取
り
挙
げ
、
こ
れ
を
扱
っ
た
卒
業
論
文
も
数
本
あ
り
、
こ
の
演
習
や
卒
論
指
導
を
通
じ
て
当
時
の
学
生
と
と
も
に
学
び
、
多
く
の
示
唆
を
受
け
た
こ
と
が
本
稿
執
筆
の
契
機
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
最
初
に
記
し
て
お
く
。
前
稿
「
常
陸
国
風
土
記
の
文
字
表
現
（
一
）
序
説
―
誤
用
と
助
辞
用
法
を
発
端
と
し
て
―
」（
上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
一
九
　
二
〇
〇
二
年
三
月
）
に
お
い
て
、
各
郡
別
に
、
漢
語
漢
文
と
し
て
の
誤
用
、
及
び
文
末
助
辞
・
連
接
助
辞
な
ど
を
検
証
し
た
。
そ
れ
に
ひ
き
続
き
、
今
回
は
助
辞
「
者
」
の
用
法
と
「
所
有
」
の
用
法
に
つ
い
て
、『
常
陸
国
風
土
記
』
に
特
徴
的
な
用
法
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
一
　
「
者
」
の
考
察
上
代
文
献
で
の
「
者
」
字
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
上
代
に
於
け
る
『
者
』
字
の
用
法
」『
国
語
文
字
史
の
研
究
二
』（
和
泉
書
院
）
及
び
そ
の
補
訂
に
あ
た
る
拙
著
『
記
紀
の
文
字
表
現
と
漢
訳
仏
典
』（
お
う
ふ
う
）
に
、
古
事
記
に
到
る
ま
で
の
用
例
を
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。
今
、
そ
の
分
類
に
基
づ
い
て
、『
常
陸
国
風
土
記
』
の
用
法
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
注
１
）
。
Ⅰ
提
示
用
法
ａ
規
定
語
の
提
示
　
４
例
①
総
記
354
古
者
。
②
茨
城
368
古
者
。
③
④
香
島
390
晝
者
狭
蠅
音
聲
。
夜
者
火
光
明
國
。
ｂ
主
語
の
提
示
　
５
例
①
総
記
356
常
陸
國
者
。
②
茨
城
368
夫
此
地
者
。
③
香
島
390
白
桙
御
杖
取
坐
識
賜
命
者
。
④
香
島
392
「
汝
舟
者
。
置
於
海
中
。」
⑤
香
島
392
「
汝
舟
者
。
置
於
岡
上
也
。」
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常
陸
国
風
土
記
の
文
字
表
現
（
二
）
―
―
「
者
」
と
「
所
有
」
の
用
法
か
ら
―
―
瀬
　
間
　
正
　
之
清心語文　第４号　2002年８月　ノートルダム清心女子大学日本語日本文学会
ｃ
目
的
語
の
提
示
　
１
例
①
筑
波
358
筑
箪
命
云
。「
欲
令
身
名
者
。
着
國
後
代
流
伝
。」
Ⅱ
形
式
名
詞
的
用
法
ａ
理
由
　
３
例
①
総
記
354
所
以
然
號
者
。
②
行
方
372
所
以
稱
行
方
郡
者
。
③
行
方
380
所
以
然
稱
者
。
ｂ
人
・
物
　
８
例
①
信
太
364
即
遣
卜
者
。
②
茨
城
370
濤
氣
稍
扇
。
避
暑
者
。
鬱
陶
之
煩
。
③
茨
城
370
岡
陰
徐
傾
。
追
凉
者
。
歡
然
之
意
。
④
香
島
394
有
病
者
。
⑤
久
慈
412
諸
鳥
経
過
者
。
⑥
多
珂
414
謂
建
御
狭
日
命
者
。
⑦
多
珂
416
野
狩
者
。
終
日
駈
射
。
不
得
一
宍
。
⑧
多
珂
416
海
漁
者
。
須
臾
才
採
。
盡
得
百
味
。
ｃ
会
話
　
11
例
①
筑
波
358
古
老
曰
。「
筑
波
之
縣
。
古
謂
紀
國
。
…
…
筑
箪
命
云
。『
欲
令
身
名
者
。
着
國
後
代
流
伝
。」
即
改
本
號
。
更
稱
筑
波
。」
者
。
②
筑
波
360
神
祖
尊
恨
泣
詈
告
曰
。「
即
汝
親
。
何
不
欲
宿
。
…
…
人
民
不
登
。
飲
食
勿
奠
。」
者
。
③
筑
波
360
神
祖
尊
。
歡
然
諱
曰
。「
愛
乎
我
胤
。
巍
乎
神
宮
。
…
…
遊
樂
不
窮
。」
者
。
④
行
方
372
天
皇
四
望
。
顧
侍
從
曰
。「
停
輿
徘
徊
。
擧
目
騁
望
。
…
…
宜
可
此
地
名
稱
行
細
國
。」
者
。
⑤
行
方
378
古
老
曰
。「
…
…
告
夜
刀
神
云
。『
自
此
以
上
。
聴
爲
神
地
。
自
此
以
下
。
須
作
人
田
。
自
今
以
後
。
吾
爲
神
祝
。
永
代
敬
祭
。
冀
勿
祟
勿
恨
。』。
設
社
初
祭
。」
者
。
⑥
行
方
380
大
足
日
子
天
皇
。
…
…
顧
東
而
勅
侍
臣
曰
。「
海
即
青
波
浩
行
。
陸
是
丹
霞
空
朦
。
國
自
其
中
。
朕
目
所
見
。」
者
。
⑦
香
島
390
大
中
臣
神
聞
勝
命
。
答
曰
。「
大
八
島
國
。
汝
所
知
食
國
止
。
…
…
天
津
大
御
神
乃
擧
教
事
。」
者
。
宣
命
体
⑧
香
島
392
天
之
大
神
。
宣
中
臣
臣
狹
山
命
。「
今
社
御
舟
。」
者
。
⑨
那
賀
404
母
告
子
云
。「
量
汝
器
宇
。
自
知
神
子
。
…
…
宜
從
父
所
在
。
不
合
有
此
。」
者
。
⑩
多
珂
416
有
人
。
奏
曰
。「
野
上
群
鹿
。
無
數
甚
多
。
…
…
并
諸
種
珍
味
。
遊
漁
利
多
。」
者
。
⑪
多
珂
418
倭
武
天
皇
…
…
勅
陪
從
曰
。「
今
日
之
遊
。
…
…
野
物
雖
不
得
。
而
海
味
盡
飽
喫
。」
者
。
Ⅲ
条
件
強
調
用
法
ａ
仮
設
　
８
例
①
総
記
356
設
。
有
身
勞
耕
耘
。
力
竭
紡
蠶
者
。
立
即
可
取
富
豊
。
自
然
應
免
貧
窮
。
②
行
方
376
有
見
人
者
。
破
滅
家
門
。
③
④
行
方
382
「
若
有
天
人
之
烟
者
。
來
覆
我
上
。
若
有
荒
賊
之
姻
者
。
去
靡
海
中
。」
⑤
香
島
390
我
前
乎
治
奉
者
。
⑥
香
島
394
春
経
其
村
者
。
百
艸
艷
花
。
⑦
香
島
394
秋
過
其
路
者
。
千
樹
錦
葉
。
⑧
久
慈
412
神
祟
甚
嚴
。
有
人
。
向
行
大
小
便
之
時
。
令
示
災
致
疾
苦
者
。
近
側
居
人
。
毎
甚
辛
苦
。
具
状
請
朝
。
以
上
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
が
、
第
一
に
こ
の
風
土
記
に
は
、
漢
文
の
助
辞
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「
者
」
と
し
て
誤
用
・
稀
用
に
当
た
る
用
例
は
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
上
代
文
献
に
多
い
﹇
Ⅲ
条
件
強
調
用
法
﹈
の
確
定
条
件
を
表
す
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
古
事
記
・
万
葉
集
に
は
こ
の
用
法
が
多
用
さ
れ
る
が
、
古
風
土
記
で
は
、
以
下
の
例
が
あ
る
。
出
雲
・
意
宇
100
「
…
國
之
餘
有
耶
見
者
。
國
之
餘
有
」
詔
而
。（
４
例
）
出
雲
・
意
宇
104
殺
割
者
。
女
子
之
一
脛
屠
出
。
播
磨
・
飾
磨
268
「
見
此
二
山
者
。
能
似
人
眼
割
下
。
故
號
目
割
。」
播
磨
・
託
賀
332
「
他
土
卑
者
。
常
勾
伏
而
行
之
。
此
土
高
者
。
申
而
行
之
。」
こ
れ
ら
は
、
か
つ
て
論
じ
た
よ
う
に
、
仮
設
用
法
の
「
者
」
を
接
続
助
詞
「
ば
」
で
訓
読
し
た
結
果
、「
者
＝
ば
」
が
定
着
し
、
そ
の
結
果
、
仮
定
・
確
定
の
双
方
の
「
ば
」
の
表
記
と
し
て
「
者
」
字
が
定
着
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
注
２
）
。
こ
れ
は
当
時
の
日
常
的
な
用
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以
下
の
木
簡
な
ど
の
例
が
そ
れ
を
裏
付
け
る
。
其
地
在
蔵
鈎
未
不
造
者
今
欲
得
そ
こ
な
る
蔵
の
鈎
は
い
ま
だ
造
ら
ざ
れ
ば
今
得
ま
く
欲
す
。
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
二
一
・
六
頁
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
）
こ
の
よ
う
な
国
語
化
し
た
当
時
の
日
常
的
な
「
者
」
の
用
法
が
『
常
陸
国
風
土
記
』
及
び
西
海
道
風
土
記
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
。
第
二
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
規
定
語
の
提
示
の
用
法
で
あ
り
、
こ
れ
は
西
海
道
風
土
記
に
多
用
さ
れ
る
用
法
で
あ
る
。『
豊
後
国
風
土
記
』『
肥
前
国
風
土
記
』
で
は
、「
者
」
字
の
用
例
の
大
半
が
「
昔
者
」「
曩
者
」
で
あ
り
、
西
海
道
風
土
記
と
『
常
陸
国
風
土
記
』
が
と
も
に
漢
語
漢
文
を
志
向
し
た
（
注
３
）
こ
と
の
徴
証
の
一
つ
に
加
え
ら
れ
る
。
第
三
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
会
話
の
末
尾
に
置
か
れ
る
「
者
」
の
多
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
助
字
辨
略
』
に
「
又
唐
人
疏
状
、
凡
引
二
勅
旨
一
訖
、
則
以
二
者
字
一
足
レ
之
。」
と
説
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
（
注
２
同
）
が
、
古
事
記
や
他
の
風
土
記
で
は
そ
う
多
く
用
い
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
『
古
事
記
』
で
は
、
既
に
以
下
の
二
例
を
指
摘
し
た
。
①
詔
臣
安
萬
侶
「
撰
録
稗
田
阿
礼
所
誦
之
勅
語
舊
辞
以
獻
上
。」
者
。（
序
文
）
②
、
天
照
大
御
神
・
高
木
神
之
命
以
詔
太
子
正
勝
吾
勝
ゝゝ
速
日
天
忍
穂
耳
命
、「
今
、
平
訖
葦
原
中
國
之
、
白
。
故
、
随
言
依
賜
降
坐
而
知
。」
者
。（
七
三
頁
）
②
に
つ
い
て
は
、「
之
」
と
同
じ
く
上
接
の
動
詞
を
強
調
す
る
用
法
の
一
種
と
見
る
説
も
あ
る
（
注
４
）
が
、
と
も
に
詔
の
引
用
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
古
風
土
記
で
は
、
以
下
の
用
例
が
あ
る
。
『
出
雲
国
風
土
記
』
③
104
（
語
臣
猪
麻
呂
）
即
擡
訴
云
「
…
…
以
此
知
神
霊
之
所
神
。」
者
。
④
126
国
忍
別
命
詔
「
吾
敷
坐
地
者
国
形
宜
。」
者
。
故
云
方
結
。
⑤
154
磐
坂
日
子
命
…
…
而
詔
「
此
處
者
、
国
稚
美
好
有
、
国
形
如
畫
鞆
哉
。
吾
之
宮
者
、
是
處
造
。」
者
。
故
云
惠
伴
。
③
は
神
に
対
す
る
「
訴
」
の
引
用
で
あ
り
、
④
⑤
は
「
詔
」
の
引
用
で
あ
る
。
『
播
磨
国
風
土
記
』
⑥
316
宍
禾
郡
。
所
以
名
宍
禾
者
。
伊
和
大
神
。
國
作
堅
了
以
後
。
堺
山
川
谷
尾
。
巡
行
之
時
。
大
鹿
出
己
舌
。
遇
於
矢
田
村
。
爾
勅
云
。「
矢
彼
舌
在
。」
者
。
故
號
宍
禾
郡
。
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⑦
350
又
詠
。
其
辭
曰
。「
淡
海
者
。
水
渟
國
。
倭
者
。
青
垣
。
青
垣
。
山
投
坐
。
市
邊
之
天
皇
。
御
足
末
。
奴
僕
良
麻
。」
者
。
⑥
は
「
勅
」
の
引
用
で
あ
り
、
⑦
は
「
詠
」
と
い
う
非
日
常
言
語
の
引
用
で
あ
る
。風
土
記
逸
文
に
つ
い
て
は
、
最
近
廣
岡
義
隆
氏
の
調
査
が
あ
っ
た
（
注
５
）
。
⑧
伊
勢
國
伊
勢
國
號
434
古
語
云
「
神
風
伊
勢
國
。
常
世
浪
寄
國
。」
者
。
蓋
此
謂
之
也
。
⑨
丹
後
國
浦
嶼
子
477
古
老
等
相
傳
曰
。「
先
世
有
水
江
浦
嶼
子
。
獨
遊
蒼
海
。
復
不
還
來
。
今
經
三
百
餘
歳
。」
者
。
何
忽
問
此
乎
。
⑩
丹
後
國
奈
具
社
丹
後
國
奈
具
社
469
即
謂
村
人
等
云
「
思
老
老
夫
婦
之
意
。
我
心
无
異
荒
鹽
。」
者
。
仍
云
比
治
里
荒
鹽
村
。
⑪
筑
前
國
資
珂
嶋
503
御
船
夜
時
。
來
泊
此
嶋
。
有
陪
從
名
云
「
大
濱
小
濱
。」
者
。
⑫
筑
前
國
西
海
道
節
度
使
502
筑
前
國
風
土
記
云
。「
當
奈
羅
朝
庭
、
天
平
四
年
歳
次
壬
申
。
西
海
道
節
度
使
。
筑
前
國
西
海
道
節
度
使
、
藤
原
朝
臣
諱
字
合
。
嫌
二
前
議
之
偏
一
。
考
二
當
時
之
要
一
。」
者
。
こ
の
内
、
⑫
は
風
土
記
自
体
に
存
し
た
も
の
で
は
な
く
、
風
土
記
自
体
の
引
用
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
確
実
視
さ
れ
る
も
の
は
以
下
の
二
例
で
あ
る
。
⑬
於
レ
是
。
神
八
井
耳
命
。
懣
然
自
服
。
讓
二
於
神
渟
名
川
耳
尊
一
曰
。「
吾
是
乃
兄
。
而
懦
弱
不
能
致
果
。
今
汝
特
挺
神
武
。
自
誅
二
元
惡
一
。
宜
哉
乎
。
汝
之
光
二
臨
天
位
一
。
以
承
二
皇
祖
之
業
一
。
吾
當
下
爲
二
汝
輔
一
之
。
奉
中
典
神
祇
上
。」
者
。
是
即
多
臣
之
始
祖
也
。
④
綏
靖
二
二
一
頁
⑭
﹇
割
注
﹈
一
云
。
…
…
是
時
倭
大
神
。
著
二
穗
積
臣
遠
祖
大
水
口
宿
禰
一
。
而
誨
之
曰
。「
太
初
之
時
期
曰
。『
天
照
大
神
悉
治
二
天
原
一
。
皇
御
孫
尊
。
專
治
二
葦
原
中
國
之
八
十
魂
神
一
。
我
親
治
二
大
地
官
一
。』
者
。
言
已
訖
焉
。
⑥
垂
仁
二
七
一
頁
⑬
は
、
兄
か
ら
弟
（
後
の
綏
靖
天
皇
）
へ
の
譲
位
の
言
葉
の
引
用
で
あ
り
、
⑭
は
神
懸
か
り
し
た
臣
下
の
言
葉
の
引
用
で
あ
る
。
他
に
疑
い
を
残
す
例
と
し
て
、
以
下
の
四
例
が
あ
る
。
ａ
於
レ
是
。
新
羅
王
、
乃
知
二
高
麗
僞
守
一
。
遣
レ
使
馳
告
二
國
人
一
曰
。「
人
殺
二
家
内
所
養
鷄
之
雄
一
」
者
。
⑭
雄
略
四
七
九
頁
ｂ
冬
十
月
。
詔
。「
聚
二
漢
部
一
。
定
二
其
伴
造
一
」
者
。
⑭
雄
略
四
九
五
頁
ｃ
十
七
年
春
三
月
丁
丑
朔
戊
寅
。
詔
二
土
師
連
等
一
。「
使
レ
進
下
應
レ
盛
二
朝
夕
御
膳
清
器
一
」
者
。
⑭
雄
略
四
九
五
頁
ｄ
天
皇
詔
大
伴
大
連
金
村
・
物
部
大
連
麁
鹿
火
・
許
勢
大
臣
男
人
等
曰
、「
筑
紫
磐
井
反
掩
、
有
西
戎
之
地
。
今
誰
可
將
者
。」
⑰
継
体
三
五
頁
ａ
は
「
鷄
之
雄
者
鷄
の
雄
者
」、
ｂ
は
「
其
伴
造
者
其
の
伴
造
の
者ひと
」、
ｃ
は
「
清
器
者
清
き
器
者
」、
ｄ
は
「
將
者
將
い
く
さ
の
き
みた
る
べ
き
者もの
」
と
の
訓
み
も
可
能
で
あ
り
、
む
し
ろ
形
式
名
詞
用
法
ｂ
人
・
物
に
分
類
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
は
、
廣
岡
氏
の
調
査
に
拠
れ
ば
、
巻
一
、
二
四
左
注
・
三
九
左
注
・
巻
二
、
九
〇
左
注
・
巻
五
、
沈
痾
自
哀
文
、
割
注
・
巻
六
、
一
〇
〇
九
左
注
・
巻
八
、
一
六
五
七
左
注
・
巻
一
六
、
三
八
〇
三
左
注
・
三
八
二
四
左
注
・
三
八
三
七
左
注
・
巻
二
〇
、
四
四
三
九
左
注
の
例
が
あ
る
（
注
６
）
と
言
う
。
こ
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の
中
、
注
目
さ
れ
る
の
は
以
下
の
四
例
で
あ
る
。
巻
一
、
三
九
左
注
右
日
本
紀
曰
。「
三
年
己
丑
正
月
天
皇
幸
二
吉
野
宮
一
。
八
月
幸
二
吉
野
宮
一
。
四
年
庚
寅
二
月
幸
二
吉
野
宮
一
。
五
月
幸
二
吉
野
宮
一
。
五
年
辛
卯
正
月
幸
二
吉
野
宮
一
。
四
月
幸
二
吉
野
宮
一
。」
者
。
未
三
詳
知
二
何
月
従
駕
作
歌
一
。
巻
二
、
九
〇
左
注
亦
（
日
本
紀
）
曰
。「
遠
飛
鳥
宮
御
宇
雄
朝
嬬
稚
子
宿
祢
天
皇
廿
三
年
春
三
月
、
甲
午
朔
庚
子
、
木
梨
軽
皇
子
為
二
太
子
一
。
容
姿
佳
麗
見
者
自
感
。
同
母
妹
軽
太
娘
皇
女
亦
艶
妙
也
云
々
。
遂
竊
通
。
乃
悒
懐
少
息
。
廿
四
年
夏
六
月
御
羮
汁
凝
以
作
レ
氷
。
天
皇
異
之
卜
二
其
所
由
一
。
卜
者
曰
。『
有
二
内
乱
一
。
盖
親
々
相
乎
云
々
。』。
仍
移
二
太
娘
皇
女
於
伊
豫
一
。」
者
。
今
案
二
代
二
時
不
レ
見
二
此
歌
一
也
。
巻
八
、
一
五
六
七
左
注
右
、
酒
者
官
禁
制
　
。「
京
中
閭
里
不
レ
得
二
集
宴
一
。
但
親
々
一
二
飲
樂
聴
許
。」
者
。
縁
レ
此
和
人
作
二
此
發
句
一
焉
。
巻
二
〇
、
四
四
三
九
左
注
于
時
水
主
内
親
王
寝
膳
不
レ
安
累
日
不
レ
参
。
因
以
二
此
日
一
太
上
天
皇
勅
二
侍
嬬
等
一
曰
。「
為
レ
遣
二
水
主
内
親
王
一
賦
レ
雪
作
レ
歌
奉
獻
。」
者
。
於
レ
是
諸
命
婦
等
不
レ
堪
レ
作
レ
歌
而
此
石
川
命
婦
獨
作
二
此
歌
一
奏
之
。
巻
一
、
巻
二
は
と
も
に
日
本
紀
の
引
用
に
用
い
ら
れ
、
巻
八
は
「
…
…
者
」
と
い
う
官
符
の
引
用
に
用
い
ら
れ
、
巻
二
〇
は
、
天
皇
の
勅
の
引
用
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
官
符
の
引
用
に
こ
の
「
者
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
早
く
布
施
秀
治
氏
が
指
摘
さ
れ
た
。
奈
良
朝
以
後
の
詔
勅
奏
書
及
び
官
符
文
等
に
は
、
イ
ハ
ク
と
者
テ
ヘ
リ
と
上
下
相
呼
応
さ
せ
た
も
の
が
頗
る
多
い
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
、
即
ち
一
種
の
呼
応
法
を
為
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（
注
７
）
。
こ
れ
は
、
先
に
挙
げ
た
『
助
字
辨
略
』「
又
唐
人
疏
状
、
凡
引
二
勅
旨
一
訖
、
則
以
二
者
字
一
足
レ
之
。」
の
用
法
に
適
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
早
川
庄
八
氏
は
、
施
行
文
書
と
し
て
の
太
政
官
符
の
典
型
と
し
て
以
下
の
例
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
注
８
）
。
一
　
勅
施
行
の
太
政
官
符
（
イ
）
太
政
官
符
某
国
司
其
事
云
々
事
以
前
、
奉
二
勅
旨
一
、
…
…
者
。
国
宜
承
知
、
准
レ
勅
施
行
。
符
到
奉
行
。
（
ロ
）
太
政
官
符
某
司
其
事
云
々
事
右
被
二
某
（
＝
上
卿
）
宜
一
、
奉
レ
勅
…
…
者
。
二
　
論
奏
型
法
令
施
行
の
太
政
官
符
太
政
官
符
某
司
其
事
云
々
事
右
太
政
官
某
月
某
日
論
奏
、
…
…
者
。
画
聞
既
訖
。
…
…
（
施
行
を
命
ず
る
文
言
）
─ 170 ─
三
　
太
政
官
宣
型
法
令
施
行
の
太
政
官
符
太
政
官
符
某
司
其
事
云
々
事
右
某
（
＝
上
卿
）
宣
（
ま
た
は
被
二
某
宣
一
）
…
…
四
　
奏
事
型
法
令
施
行
の
太
政
官
符
太
政
官
符
某
司
其
事
云
々
事
右
得
二
某
司
解
一
、
…
…
伏
請
二
天
裁
一
者
（
ま
た
は
謹
請
二
官
裁
一
者
）。
某
（
＝
上
卿
）
宣
、
奉
レ
勅
依
レ
請
。
五
　
太
政
官
処
分
型
法
令
施
行
の
太
政
官
符
太
政
官
符
某
司
其
事
云
々
事
右
得
二
某
司
解
一
、
…
…
謹
請
二
官
裁
一
者
。
某
（
＝
上
卿
）
宣
、
依
レ
請
。
こ
の
よ
う
に
、
官
符
引
用
の
定
型
と
も
言
い
得
る
こ
の
形
式
が
、『
万
葉
集
』
一
五
六
七
番
歌
左
注
に
は
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
て
、『
常
陸
国
風
土
記
』
に
多
用
さ
れ
る
こ
の
形
式
を
考
察
す
る
上
で
、
こ
の
官
符
引
用
形
式
が
い
つ
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
以
下
の
『
令
集
解
』
所
引
「
古
記
」
二
条
（
三
例
）
が
古
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。古
記
云
。
天
平
三
731
年
依
二
式
部
解
一
官
議
曰
、
案
二
學
令
一
「
凡
算
經
、
孫
子
以
下
九
司
以
上
、
各
爲
一
經
。」。「
其
學
生
、
辨
二
明
術
理
一
、
然
後
爲
レ
通
、
試
二
九
章
六
章
綴
術
各
三
條
、
餘
經
各
一
條
一
、
試
レ
九
通
六
以
上
爲
レ
第
。
若
落
二
九
章
一
者
、
雖
レ
通
レ
六
。
猶
爲
二
不
第
一
。」
者
。
令
設
二
及
第
之
科
例
一
、
立
二
敍
位
之
法
一
。
但
學
如
二
麟
角
一
、
權
レ
時
レ
制
宜
、
成
若
二
牛
毛
一
、
理
須
二
簡
品
一
。
其
周
髀
者
、
論
二
天
地
之
運
轉
一
、
推
二
日
月
之
盈
虚
一
、
言
渉
二
陰
陽
一
、
義
關
二
儒
説
一
、
此
類
餘
術
。
難
易
殊
懸
、
一
概
餘
銓
衡
、
理
未
二
允
一
。
頃
者
、
諸
國
貢
擧
算
生
、
偏
習
二
餘
經
一
、
苟
規
二
及
第
一
、
无
二
レ
國
之
大
器
一
、
有
二
容
レ
身
之
少
才
一
。
暦
象
秘
要
、
恐
將
墜
レ
地
。
自
レ
今
以
後
、
習
レ
算
出
身
、
不
レ
解
二
周
髀
一
者
、
請
、
依
二
令
文
一
、
只
許
二
留
省
一
、
事
異
二
常
例
一
。『
令
集
解
』
学
令
四
五
五
頁
古
記
云
…
…
。
龜
四
727
年
正
月
廿
六
日
格
云
、
勲
位
九
等
以
下
任
二
長
上
官
一
應
レ
免
二
課
役
一
事
。
右
被
二
太
政
官
去
龜
三
726
年
十
一
月
十
五
日
符
一
云
、
得
二
令
師
正
五
位
下
鍛
冶
造
大
隅
從
五
位
下
越
知
直
廣
江
。
正
七
位
下
鹽
屋
連
古
麻
呂
等
申
状
一
、「
謹
檢
二
賦
役
令
一
云
。『
内
外
初
位
長
上
勲
位
八
等
以
上
、
並
免
二
課
役
一
。
其
主
政
主
帳
勲
位
九
等
以
下
、
並
免
二
徭
役
一
。』
者
。
謹
案
二
令
文
一
、
勲
位
九
等
以
下
、
未
二
任
用
之
前
一
、
得
レ
免
二
徭
役
一
。
即
知
。
已
被
レ
任
之
後
、
令
レ
免
二
課
役
一
。」
者
。
省
宜
知
レ
状
。
自
レ
今
以
後
、
永
爲
二
常
位
一
。『
令
集
解
』
賦
役
令
四
一
六
頁
「
古
記
」
の
成
立
は
通
説
で
は
天
平
一
〇
738
年
頃
と
さ
れ
る
か
ら
、
遅
く
と
も
天
平
年
間
に
は
既
に
こ
の
官
符
引
用
形
式
が
定
着
し
て
い
た
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。『
古
事
記
』
の
用
例
は
「
詔
」
で
あ
り
、『
播
磨
国
風
土
記
』
も
一
例
が
詔
で
、
も
う
一
例
は
詠
と
い
う
非
日
常
言
語
の
引
用
で
あ
っ
た
。『
出
雲
国
風
土
記
』
で
も
、
二
例
が
詔
で
あ
り
、
一
例
は
神
へ
の
訴
え
の
言
葉
で
あ
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
─ 171 ─
で
は
、
神
八
井
耳
命
の
後
の
綏
靖
天
皇
へ
の
譲
位
の
言
葉
と
神
懸
か
り
の
言
葉
の
引
用
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
上
代
文
献
に
お
い
て
、
多
く
は
勅
・
詔
の
引
用
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
用
例
数
も
限
ら
れ
る
中
で
、『
常
陸
国
風
土
記
』
で
は
一
一
例
と
多
用
さ
れ
、
古
老
の
伝
承
①
⑤
、
神
の
言
葉
②
③
⑧
、
天
皇
の
言
葉
④
⑥
⑪
、
天
皇
へ
の
言
葉
⑦
（
宣
命
体
）
⑩
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
常
陸
国
風
土
記
』
で
の
多
用
は
、
官
符
・
詔
勅
に
慣
れ
親
し
ん
だ
中
央
官
人
の
筆
癖
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
、「
容
止
」
や
助
辞
「
合
」
を
は
じ
め
『
常
陸
国
風
土
記
』
は
法
律
語
を
熟
知
し
た
官
人
の
述
作
に
な
る
と
い
う
指
摘
（
注
９
）
と
考
え
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
二
　
「
所
有
」
の
特
殊
用
法
に
つ
い
て
続
い
て
「
所
有
」
の
用
法
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
ま
ず
他
の
古
風
土
記
に
用
例
が
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
拙
稿
で
述
べ
た
と
お
り
、「
所
有
」
は
、
古
事
記
で
は
、「
‥
於
葦
原
中
国
所
有
宇
都
志
伎
上
此
四
字
以
音
青
人
草
之
‥
。」
上
巻
36
の
一
例
の
み
が
用
い
ら
れ
る
。
文
言
で
は
「
領
有
・
占
有
」
の
義
で
あ
る
が
、「
全
部
」
の
意
は
口
語
的
で
あ
り
、『
漢
語
大
詞
典
』
が
挙
げ
る
用
例
は
、『
水
滸
伝
』
ま
で
下
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
は
、
漢
籍
の
用
例
は
『
国
朝
漢
学
師
承
伝
』
を
挙
げ
清
代
ま
で
下
る
が
、
ま
さ
に
古
事
記
の
当
該
例
を
挙
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
、『
敦
煌
変
文
集
』
で
は
「
伍
子
胥
変
文
」
を
始
め
四
例
見
え
、
そ
れ
よ
り
も
早
い
用
例
は
仏
典
に
見
ら
れ
る
。
玄
奘
の
『
大
乗
広
百
論
釈
論
』『
大
乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
』
義
浄
の
『
根
本
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』『
金
光
明
最
勝
王
経
』
等
、
新
訳
経
典
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
既
に
『
経
律
異
相
』
に
も
「
所
有
樹
木
還
生
如
本
不
可
稱
計
。﹇
出
涅
槃
經
﹈
巻
五
２
１
ｃ
」
を
は
じ
め
多
く
の
用
例
が
あ
り
、
文
献
で
の
使
用
が
旧
訳
経
典
時
代
に
遡
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
訓
点
資
料
で
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
古
点
を
始
め
「
あ
ら
ゆ
る
」
と
訓
ま
れ
る
か
ら
、
早
く
か
ら
「
あ
ら
ゆ
る
」
の
訓
が
定
着
し
、『
古
事
記
』
に
も
用
い
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
日
本
書
紀
』
で
も
、
雄
略
紀
・
孝
徳
紀
に
限
ら
れ
「
領
有
」
の
義
が
五
例
、「
全
部
」
の
義
は
一
例
﹇
巻
一
四
373
﹈
の
み
で
あ
る
（
注
２
同
）
。さ
て
、『
常
陸
国
風
土
記
』
の
全
用
例
を
分
類
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
Ａ
領
有
・
全
部
①
総
記
356
但
以
二
。
所
レ　
有
水
田
。
上
小
中
多
一
。
大
系
…
有
ら
ゆ
る
・
全
集
…
あ
ら
ゆ
る
・
全
書
…
有
る
所
②
香
島
396
之
万
・
輕
野
。
二
里
所
レ　
有
田
。
潤
之
。
大
系
…
有
ら
ゆ
る
・
全
集
…
あ
ら
ゆ
る
・
全
書
…
有
る
所
③
香
島
400
以
南
所
レ　
有
平
原
。
謂
二
角
折
濱
一
。
大
系
…
有
ら
ゆ
る
・
全
集
…
あ
ら
ゆ
る
・
全
書
…
有
る
所
④
那
賀
406
「
我
家
所
レ　
有
。
母
與
二
伯
父
一
。
是
亦
。
汝
明
所
レ
知
。
當
レ
無
三
人
可
二
相
從
一
。」
大
系
…
あ
る
と
こ
ろ
・
全
集
…
あ
る
・
全
書
…
有
る
⑤
久
慈
408
其
池
以
北
。
謂
二
谷
會
山
一
。
所
レ　
有
岸
壁
。
形
如
二
磐
石
一
。
大
系
…
有
ら
ゆ
る
・
全
集
…
あ
ら
ゆ
る
・
全
書
…
有
る
所
⑥
久
慈
408
山
田
里
。
多
爲
二
墾
田
一
。
因
以
名
之
。
所
レ
有
清
河
。
源
發
二
北
山
一
。
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近
經
二
郡
家
南
一
。
會
二
久
慈
河
一
。
大
系
…
有
ら
ゆ
る
・
全
集
…
あ
ら
ゆ
る
・
全
書
…
有
る
所
以
上
に
つ
い
て
は
、
漢
文
の
語
法
と
し
て
適
当
な
用
例
で
あ
る
が
、
こ
の
風
土
記
特
有
の
用
法
は
以
下
Ｂ
・
Ｃ
の
例
で
あ
る
。
Ｂ
存
在
（
マ
シ
マ
ス
）
⑦
信
太
364
其
里
西
。
飯
名
社
。
此
即
。
筑
波
岳
所
レ　
有
。
飯
名
神
之
別
屬
也
。
大
系
…
有いま
せ
る
・
全
集
…
有
す
・
全
書
…
有
る
所
⑧
香
島
388
別
置
二
神
郡
一
。
其
處
所
レ　
有
。
天
之
大
神
社
。
坂
戸
社
。
沼
尾
社
合
二
三
處
一
。
大
系
…
有い
ま
せ
る
・
全
集
…
有
ま
せ
る
・
全
書
…
有
る
所
Ｃ
産
出
⑨
香
島
396
安
是
湖
之
所
レ　
有
沙
鐡
。
造
レ
劍
大
利
。
大
系
…
有
る
所
・
全
集
…
あ
ら
ゆ
る
・
全
書
…
有
る
所
⑩
久
慈
408
河
内
里
。
本
名
二
古
古
之
邑
一
。
…
…
所
レ　
有
土
。
如
二
青
紺
一
。
用
レ
畫
麗
之
。
大
系
…
有
ら
ゆ
る
・
全
集
…
あ
ら
ゆ
る
・
全
書
…
有
る
所
⑪
久
慈
412
北
山
。
所
レ　
有
白
土
。
可
レ
塗
レ
畫
之
。
大
系
…
有
ら
ゆ
る
・
全
集
…
あ
ら
ゆ
る
・
全
書
…
有
ら
ゆ
る
⑫
多
珂
418
東
南
濱
碁
子
。
色
如
二
珠
玉
一
。
所
レ
謂
常
陸
國
。
所
レ　
有
麗
碁
子
。
唯
是
濱
耳
。
大
系
…
有
ら
ゆ
る
・
全
集
…
あ
ら
ゆ
る
・
全
書
…
有
る
ま
ず
、
Ｂ
の
存
在
（
マ
シ
マ
ス
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
古
典
大
系
・
新
編
全
集
と
も
に
「
い
ま
す
」
と
訓
ん
で
い
る
よ
う
に
、
神
の
存
在
を
意
味
し
て
お
り
「
マ
シ
マ
ス
」
の
意
が
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
。「
所
＋
動
詞
」
は
、
漢
文
で
は
〈
主
語
＋
所
＋
動
詞
＋
（
之
）+
目
的
語
〉
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
に
も
高
天
原
所
レ
生
神
、
名
曰
二
天
御
中
主
尊
一
。（
紀
・
巻
一
）
右
の
よ
う
に
、「
高
天
原
に
生
り
ま
せ
る
神
」
の
よ
う
な
漢
文
の
語
法
に
外
れ
た
文
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
で
は
所
謂
β
群
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
森
博
達
氏
が
中
国
人
述
作
説
を
採
る
α
群
に
は
用
い
ら
れ
な
い
（
注
10
）
。
こ
の
用
法
は
、
漢
語
漢
文
を
志
向
し
た
日
本
書
紀
β
群
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
『
常
陸
国
風
土
記
』
も
漢
語
漢
文
を
志
向
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
は
矛
盾
し
な
い
が
、
明
ら
か
な
和
習
で
あ
り
、
漢
語
漢
文
と
し
て
は
誤
用
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
前
稿
で
指
摘
し
た
有
・
在
の
誤
用
や
、
字
順
の
誤
り
の
場
合
、
意
図
的
に
そ
れ
を
用
い
た
と
い
う
よ
り
も
訓
読
的
思
惟
に
よ
る
誤
用
と
言
え
る
が
、
こ
の
場
合
は
、『
日
本
書
紀
』
β
群
の
表
現
と
と
も
に
、
神
の
発
生
・
存
在
を
表
す
国
語
独
特
の
表
現
で
あ
り
、
意
図
的
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
残
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
Ｃ
産
出
に
つ
い
て
も
「
所
有
」
の
使
い
方
は
特
殊
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
〈
土
地
＋
所
有
＋
産
物
〉
と
い
う
文
型
で
あ
る
。
こ
の
風
土
記
で
の
初
出
例
⑨
に
つ
い
て
、
古
典
大
系
は
、「
其
若
松
浦
、
即
、
常
陸
下
總
、
二
國
之
堺
、
安
是
湖
之
所
レ
有
。（
其
の
若
松
の
浦
は
…
…
安
是
の
湖
の
あ
る
と
こ
ろ
な
り
。）」
と
古
典
全
書
・
新
編
全
集
と
句
点
を
大
き
く
異
に
す
る
が
、
古
典
全
書
・
新
編
全
集
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
新
編
全
集
の
頭
注
は
、
後
世
の
「
有
る
と
こ
ろ
の
」
と
同
じ
と
言
う
。
こ
れ
は
、
こ
の
「
所
有
」
の
用
法
に
不
審
を
感
じ
た
が
故
の
注
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
〈
土
地
＋
所
Ｖ
＋
産
物
〉（
Ｖ
は
動
詞
）
と
い
う
構
文
は
、
奇
し
く
も
常
陸
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国
か
ら
提
出
さ
れ
た
木
簡
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
古
代
木
簡
で
〈
所
Ｖ
〉
の
見
ら
れ
る
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
平
城
宮
木
簡
①
常
陸
国
那
賀
郡
酒
烈
埼
所
生
若
海
藻
　
『
平
城
宮
木
簡
一
』
木
簡
番
号402
②←
烈
埼
所
生
若
海
藻
　
『
平
城
宮
木
簡
二
』
木
簡
番
号2740
③
・←
鳳
至
郡
・←
美
崎
所
生
「
木
簡
研
究
」
第
八
号
112
頁
④
長
門
国
豊
浦
郡
都
濃
嶋
所
出
穉
海
藻
天
平
十
八
年
三
月
廿
九
日
　
『
平
城
宮
木
簡
一
』
木
簡
番
号401
二
条
大
路
木
簡
⑤
□
○
□
〔
並
ヵ
〕
島
上
郡
高
□
〔
槻
ヵ
〕
□
所
生
「
平
城
宮
発
掘
出
土
木
簡
概
報
」
三
三
21
頁
長
岡
宮
跡
木
簡
⑥←
郡
□
〔
酒
ヵ
〕
列
埼
所
生
…
…
□
○
五
□
　
「
木
簡
研
究
」
第
二
〇
号
59
頁
⑦
・←
（
常
陸
）
国
那
賀
郡
酒
□
〔
烈
ヵ
〕
埼
所
生
伍
斤
・
○
延
暦
九
年
　
「
木
簡
研
究
」
第
二
一
号
35
頁
①
〜
⑦
の
中
、
産
物
の
記
述
さ
れ
る
木
簡
は
①
②
④
で
あ
り
、
分
量
の
記
述
さ
れ
る
木
簡
は
⑥
⑦
で
あ
る
。
③
は
、
能
登
国
鳳
至
郡
（
あ
る
い
は
越
前
国
鳳
至
郡
、
越
中
国
鳳
至
郡
）
美
崎
の
地
名
が
確
認
さ
れ
、
⑤
は
、
摂
津
国
島
上
郡
高
槻
の
地
名
が
確
認
さ
れ
る
が
、〈
地
名
＋
所
生
〉
の
み
の
記
述
で
あ
り
、
産
物
名
・
分
量
が
記
述
さ
れ
な
い
の
で
、『
常
陸
国
風
土
記
』
の
〈
土
地
＋
所
Ｖ
＋
産
物
〉
と
い
う
構
文
と
は
異
な
る
と
見
ら
れ
る
。
産
物
に
付
け
ら
れ
た
木
簡
で
あ
れ
ば
、
産
物
名
は
記
述
さ
れ
ず
と
も
、
産
出
地
が
記
述
さ
れ
れ
ば
事
は
足
り
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
考
察
対
象
と
な
る
木
簡
は
、
①
②
④
⑥
⑦
で
あ
る
が
、
④
を
除
く
四
例
が
奇
し
く
も
常
陸
国
那
賀
郡
酒
烈
さ
か
つ
ら
埼
か
ら
の
貢
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
①
と
②
は
筆
跡
も
酷
似
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
と
も
に
常
陸
国
那
賀
郡
酒
烈
埼
の
産
物
で
あ
る
ワ
カ
メ
を
記
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
⑥
⑦
は
時
代
は
降
り
、
長
岡
京
の
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
⑦
は
延
暦
九
790
年
の
年
紀
を
持
つ
が
、
こ
れ
も
ま
た
常
陸
国
の
酒
烈
埼
か
ら
貢
進
さ
れ
た
産
物
の
分
量
を
記
し
て
い
る
。
④
は
天
平
一
八
746
年
の
年
紀
と
長
門
国
豊
浦
郡
都
濃
島
の
地
名
が
確
認
さ
れ
、
や
は
り
産
物
は
ワ
カ
メ
で
あ
る
。
〈
土
地
＋
所
Ｖ
＋
産
物
〉
の
構
文
は
、
地
方
の
下
級
官
人
、
と
り
わ
け
常
陸
国
那
珂
郡
の
官
人
が
常
用
し
た
構
文
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
数
少
な
い
こ
の
〈
土
地
＋
所
Ｖ
＋
産
物
〉
の
構
文
が
『
常
陸
国
風
土
記
』
と
常
陸
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
木
簡
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
偶
然
の
語
を
以
て
捨
て
置
け
な
い
事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詔
勅
・
官
符
の
引
用
の
末
尾
に
用
い
ら
れ
る
「
者
」
は
、
中
央
官
人
に
な
じ
ん
だ
用
法
で
あ
り
、〈
土
地
＋
所
Ｖ
＋
産
物
〉
の
用
法
は
、
常
陸
の
下
級
官
人
が
木
簡
に
記
し
た
用
法
で
あ
っ
た
。
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
最
終
的
筆
録
者
が
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
国
司
或
い
は
そ
の
周
辺
の
官
人
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
資
料
に
は
郡
司
ク
ラ
ス
の
在
地
の
官
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
改
め
て
和
銅
の
所
謂
「
風
土
記
撰
進
の
詔
」
に
注
目
し
た
い
。『
続
日
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本
紀
』
元
明
天
皇
、
和
銅
六
（
七
一
三
）
五
月
甲
子
（
二
日
）
詔
を
挙
げ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
著
好
字
。
②
其
郡
内
所
生
、
銀
銅
彩
色
草
木
禽
獣
魚
虫
等
物
、
具
録
色
目
。
③
及
土
地
沃
、
④
山
川
原
野
名
号
所
由
、
⑤
又
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
、
載
于
史
籍
、
言
上
。
『
常
陸
国
風
土
記
』
は
、
そ
の
巻
首
に
「
常
陸
国
司
。
解
。
申
古
老
相
伝
旧
聞
事
」
と
あ
り
、
⑤
を
承
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
記
載
内
容
か
ら
も
⑤
に
多
大
な
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
①
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
②
③
④
に
関
し
て
も
無
関
心
で
は
な
く
、
各
郡
ご
と
に
少
な
か
ら
ず
記
述
さ
れ
て
い
る
。
④
⑤
は
内
容
的
に
不
可
分
の
面
も
あ
り
、
こ
れ
を
記
述
す
る
こ
と
に
最
も
労
力
を
割
い
た
の
が
『
常
陸
国
風
土
記
』
で
あ
る
と
言
い
得
る
が
、
②
③
は
各
郡
か
ら
の
報
告
な
し
に
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
全
体
と
し
て
漢
語
漢
文
を
志
向
し
、
漢
文
と
し
て
の
誤
用
も
少
な
い
こ
と
が
こ
の
風
土
記
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
筆
録
者
は
漢
語
漢
文
に
長
け
た
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
産
物
な
ど
は
各
郡
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料
に
依
拠
し
た
部
分
も
含
ま
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
一
つ
の
徴
証
が
の
〈
土
地
＋
所
Ｖ
＋
産
物
〉
構
文
に
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
注
１
　
本
稿
で
の
テ
キ
ス
ト
引
用
は
、
常
陸
国
風
土
記
は
、
林
崎
治
恵
編
「
常
陸
国
風
土
記
四
本
集
成
」
風
土
記
研
究
一
〇
号
〜
一
二
号
を
基
に
校
訂
し
た
本
文
を
用
い
た
が
、
頁
は
、
便
宜
上
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
依
拠
し
た
。
他
の
風
土
記
・
日
本
書
紀
は
古
典
大
系
に
拠
っ
た
。
古
事
記
は
真
福
寺
本
を
底
本
に
諸
本
集
成
古
事
記
で
校
訂
し
た
テ
キ
ス
ト
（
拙
編
『
古
事
記
音
訓
索
引
』
校
異
参
照
）
を
用
い
た
が
、
頁
行
は
西
宮
一
民
編
『
古
事
記
新
訂
版
』
に
拠
っ
た
。
万
葉
集
は
塙
本
、
令
集
解
は
国
史
大
系
に
拠
っ
た
。
２
　
拙
著
『
記
紀
の
文
字
表
現
と
漢
訳
仏
典
』（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
四
年
）
３
　
拙
稿
「
風
土
記
の
文
章
表
現
」『
風
土
記
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
一
年
八
月
）
４
　
山
口
佳
紀
「『
古
事
記
』
に
お
け
る
『
者
』
字
の
用
法
と
解
釈
」
山
口
明
穂
教
授
還
暦
記
念
『
国
語
学
論
集
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
六
年
）
５
　
廣
岡
義
隆
「
文
末
辞
・
語
已
辞
と
し
て
の
『
者
』
字
（
一
）」
菅
野
雅
雄
博
士
古
稀
記
念
『
古
事
記
・
日
本
書
紀
論
究
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
６
　
廣
岡
義
隆
　
「
文
末
辞
・
語
已
辞
と
し
て
の
『
者
』
字
（
二
）」（『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
第
一
二
号
二
〇
〇
一
年
六
月
）
７
　
布
施
秀
治
「
古
文
書
記
録
に
見
え
た
る
語
辞
の
一
般
考
察
下
」『
帝
国
学
士
院
記
事
』
第
二
巻
第
二
号
一
九
四
三
年
七
月
二
七
四
頁
８
　
早
川
庄
八
『
日
本
古
代
の
文
書
と
典
籍
』（
吉
川
弘
文
館
一
九
九
七
年
、
一
七
九
〜
一
八
一
頁
）
９
　
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
、
六
一
五
頁
）
10
森
博
達
『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
』（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
）
本
稿
は
、
二
〇
〇
二
年
三
月
一
六
日
古
事
記
学
会
例
会
（
学
習
院
女
子
大
）
で
の
─ 175 ─
口
頭
発
表
「
助
辞
表
現
か
ら
見
た
常
陸
国
風
土
記
」
に
基
づ
く
。
本
稿
は
、
平
成
一
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究（
Ｃ
）（
２
））「
上
代
文
学
に
与
え
た
六
朝
文
学
・
仏
典
の
影
響
に
つ
い
て
の
考
察
」（13610513
）
の
一
部
で
あ
る
。
（
せ
ま
　
ま
さ
ゆ
き
／
上
智
大
学
助
教
授
）
─ 176 ─
